
　
青
々
と
し
た
新
緑
が
広
が
り
、
心
地
良
い

風
が
吹
く
５
月
下
旬
。
私
た
ち
を
乗
せ
た
バ

ス
は
、
標
高
１
０
４
６
メ
ー
ト
ル
、
佐
賀
県

中
央
部
に
そ
び
え
立
つ
「
天
山
」
を
上
っ
て

い
く
。
目
指
す
は
、
唐
津
市
内
に
あ
る
天
山

発
電
所
。
九
州
の
三
大
揚
水
式
発
電
所
の
一

つ
だ
。

　
車
内
は
ア
ジ
ア
か
ら
ア
フ
リ
カ
、
東
欧
ま

で
、
計
６
カ
国
か
ら
の
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
研
修
員
で

に
ぎ
わ
っ
て
い
る
。「
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
環
境

問
題
。
そ
の
両
立
の
術
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
立
国

の
日
本
に
学
び
に
き
ま
し
た
」
と
パ
キ
ス
タ

ン
・
シ
ン
ド
州
政
府
エ
ネ
ル
ギ
ー
局
の
ア
ジ

ー
ズ
・
ウ
ラ
ー
さ
ん
。
研
修
の
テ
ー
マ
は
、

低
炭
素
化
社
会
実
現
の
た
め
の
発
電
技
術
。

約
１
カ
月
間
、
環
境
先
進
都
市
で
あ
る
北
九

州
市
を
拠
点
に
、
九
州
各
地
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

事
業
を
視
察
。
高
度
経
済
成
長
期
の
公
害
の

歴
史
を
乗
り
越
え
、
自
治
体
と
住
民
が
一
体

と
な
っ
て
環
境
対
策
を
進
め
て
き
た
こ
の
地

域
は
、
今
回
の
研
修
に
最
適
の
舞
台
だ
。

　
バ
ス
は
山
の
中
腹
で
止
ま
っ
た
。
天
山
発

電
所
は
操
業
27
年
、
周
辺
の
約
20
万
世
帯
に

電
力
を
送
り
続
け
て
い
る
。
水
を
使
っ
て
電

力
を
つ
く
る―

。
環
境
に
配
慮
し
た
発
電
方

法
だ
。「〝
電
気
を
水
の
形
で
た
め
る
〞
の
が

揚
水
発
電※

１
の
特
徴
で
す
」。
そ
う
説
明
す

る
の
は
、
こ
の
発
電
所
を
運
営
す
る
株
式
会

社
九
電
ハ
イ
テ
ッ
ク
佐
賀
支
社
の
西
財
市
さ

ん
。
地
下
の
ト
ン
ネ
ル
を
進
ん
で
い
く
と
、

見
上
げ
る
ほ
ど
の
高
さ
の
歯
車
や
タ
ー
ビ
ン

な
ど
が
所
狭
し
と
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
ど
れ

も
維
持
管
理
が
行
き
届
い
て
い
て
、
ま
だ
ま

だ
現
役
だ
。

　
さ
ら
に
研
修
員
の
目
を
引
い
た
の
が
、
壁

に
か
け
ら
れ
て
い
る
工
具
パ
ネ
ル
。
何
十
も

の
工
具
が
大
き
さ
や
用
途
で
分
け
ら
れ
、
整

然
と
並
べ
ら
れ
て
い
る
。「
ど
の
機
材
が
故

障
し
て
も
、
発
電
所
は
ス
ト
ッ
プ
し
て
し
ま

う
。
的
確
に
、
効
率
よ
く
維
持
管
理
を
す
る

た
め
に
５
Ｓ※

２
は
基
本
で
す
」
と
い
う
西

さ
ん
の
言
葉
に
研
修
員
た
ち
は
納
得
の
様

子
。「
揚
水
発
電
は
新
し
い
発
想
。
自
分
の

国
で
も
地
形
が
合
う
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
試
し

て
み
た
い
」
と
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
連
邦
電
力
省

の
デ
ィ
ビ
ッ
ド
・
ア
ダ
ム
さ
ん
は
意
欲
を
見

せ
て
い
た
。

　
景
色
は
ガ
ラ
リ
と
変
わ
っ
て
沿
岸
部
、
一

行
は
伊
万
里
市
に
向
か
っ
た
。
次
の
訪
問
先

は
、
佐
賀
大
学
海
洋
エ
ネ
ル
ギ
ー
研
究
セ
ン

タ
ー
。
日
本
で
唯
一
の
海
洋
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

研
究
施
設
だ
。
海
水
の
上
層
と
深
層
の
温
度

差
を
使
っ
て
発
電
す
る
と
い
う
、
海
洋
国
家

の
日
本
な
ら
で
は
の
技
術
。
元
佐
賀
大
学
学

長
の
上
原
春
男
教
授
を
リ
ー
ダ
ー
に
、
20
年

以
上
に
わ
た
り
研
究
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。

　「
日
本
で
は
沖
縄
県
の
久
米
島
に
実
証
機

が
あ
り
、
２
０
１
５
年
に
は
商
業
化
す
る
計

画
で
す
」と
同
セ
ン
タ
ー
の
松
下
政
裕
助
教
。

「
海
の
資
源
を
使
う
と
な
る
と
、
当
然
、
漁

師
さ
ん
か
ら
も
理
解
を
得
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
双
方
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
仕
組
み
を
考

え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
」。
そ
の
言
葉
を

聞
き
、
研
修
員
た
ち
は
う
な
ず
い
て
い
た
。

　
そ
し
て
、な
ん
と
い
っ
て
も
相
手
は
自
然
。

安
定
し
た
電
力
供
給
の
た
め
に
は
、
気
候
な

ど
の
外
的
要
因
を
踏
ま
え
た
高
度
な
分
析
が

必
要
だ
。
視
察
の
時
間
が
過
ぎ
て
も
、
積
極

的
に
質
問
を
投
げ
か
け
る
研
修
員
た
ち
。
バ

ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
電
源
開
発
委
員
会
の
カ
ム
ー

ル
・
ア
ハ
メ
ッ
ド
さ
ん
は
「
夜
は
暗
闇
で
ろ

う
そ
く
と
い
う
生
活
を
送
っ
て
い
る
人
も
少

な
く
な
い
。
す
べ
て
の
人
に
光
を
届
け
る
こ

と
、
環
境
に
優
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
つ
く
る

こ
と
が
目
標
で
す
」
と
意
気
込
ん
で
い
た
。

　
そ
の
ほ
か
に
も
、
太
陽
光
、
火
力
、
風
力
、

地
熱
な
ど
、
約
１
カ
月
か
け
て
九
州
地
方
の

さ
ま
ざ
ま
な
発
電
施
設
を
訪
ね
た
研
修
員
た

ち
。「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
専
門
家
と
し
て
非
常

に
優
秀
で
や
る
気
が
あ
る
。
今
回
の
研
修
を

通
じ
て
、
一
つ
で
も
彼
ら
の
国
で
役
立
つ
も

の
が
あ
れ
ば
」
と
、
こ
の
研
修
を
担
当
す
る

公
益
財
団
法
人
北
九
州
国
際
技
術
協
力
協
会

の
藤
井
岱
輔
さ
ん
は
話
す
。

　
環
境
に
優
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
づ
く
り
。
こ

れ
は
一
国
で
達
成
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

日
本
と
途
上
国
、
そ
れ
ぞ
れ
が
そ
の
思
い
を

共
有
す
る
こ
と
が
で
き
た
研
修
だ
っ
た
。

知
恵
と
工
夫
か
ら

電
力
を
生
み
出
す

新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の

挑
戦

福岡、佐賀、長崎、大分、熊本、宮
崎、鹿児島の7県。面積は約4万
km²、人口約1,300万人。域内への
電力供給は九州電力株式会社が管
轄。「スマートコミュニティー」を目指
す北九州市を筆頭に、代替エネルギ
ーの導入・実証事業などに積極的に
取り組む。そのノウハウを開発途上
国に還元すべく、JICA、公益財団法
人北九州国際技術協力協会、地元
企業や大学などが協働で環境分野
の研修も数多く実施している。

九州地方

環境に優　しい電力をつくる

北九州市内に設置されている太陽光パネルを視察

天山発電所の地
下に設置された発
電機は、佐賀市内
から遠隔操作して
いる博多湾に浮かぶ風力発電の実証実験設備。ボートに乗り、間近でその機能を確認した

海洋エネルギーの実験設備について説明する松下さん（右
端）。「産業界とのネットワークづくりも重要です」

シミュレーターを使って揚水発電の仕組みを学ぶ研修員

低炭素化社会の実現に向けて、
環境に優しいまちづくりに力を入れる九州地方。
この5月、この地域のエネルギー対策を学ぶため、

6カ国から研修員が訪れた。

地
域
と

世
界
の

き
ず
な
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九  州  地  方

※
1 

電
力
需
要
の
少
な
い
夜
間
に
、供
給
余
力
を
利
用
し

下
の
ダ
ム
か
ら
上
の
ダ
ム
に
水
を
く
み
上
げ
、昼
間
に
そ
の

水
を
使
っ
て
発
電
す
る
仕
組
み
。

※
2 

整
理
、整
と
ん
、清
掃
、清
潔
、し
つ
け
の
頭
文
字
。日

本
の
製
造
業
・サ
ー
ビ
ス
業
で
、職
場
環
境
の
改
善
に
向
け
た

ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。

福岡県

大分県

鹿児島県

宮崎県

熊本県

佐賀県

長崎県
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